
明治２９年（１８９６年）

治水

昭和３９年（１９６４年）

利水

平成９年（１９９７年）

「治水・利水・環境の
　　総合的な河川制度の整備」

・河川環境の整備と保全
・地域の意見を反映した河川整備
の計画制度の導入環境

＋治水

利水治水

河川法改正の流れ



工事実施基本計画
の策定

　
　
旧
制
度

　
　
旧
制
度

内容－基本方針、基本高水、計画高水流量等
　　　　 主な河川工事の内容

河
川
工
事

河
川
工
事

　
　
新
制
度

　
　
新
制
度

内容－基本方針
　　　　 基本高水、計画高水流量

河川整備基本方針
の決定・公表

河
川
工
事
、
河
川
の
維
持

河
川
工
事
、
河
川
の
維
持

意見

都道府県河川
審議会がある場合

内容－河川整備の目標
　　　　 河川工事、河川の維持の内容

意見
河川整備基本方針

の案の作成

意見

河川整備計画の
決定・公表

意見

工
事
実
施
基
本
計
画

工
事
実
施
基
本
計
画

意見

河
川
整
備
計
画

河
川
整
備
計
画

河
川
整
備
基
本
方
針

河
川
整
備
基
本
方
針

学識経験者

公聴会の開催等に
よる住民意見の反映

地方公共団体の長

社会資本整備
審議会
（一級河川）
都道府県河川
審議会
（二級河川）

河川審議会
（一級河川）

河川整備計画の
案の決定

原　　　　　　　　案

工事実施基本計画
の案の作成

新しい河川整備の計画、制度

河川整備基本方針
の決定・公表

原　　　　　　　　案

河川整備計画の
決定・公表

工事実施基本計画
の策定



工事実施基本計画と河川整備基本方針・河川整備計画

（長期的な基本方針）工事実施基本計画 河川整備基本方針

１．河川の総合的な保全と利用に関する基本方針１．河川の総合的な保全と利用に関する基本方針
・洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減

・洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減 ・河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持
・河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持 ・河川環境の整備と保全

２．河川の整備の基本となるべき事項
・基本高水及びその河道と洪水調節施設への配分

・主要な地点の計画高水流量２．河川工事の実施の基本となるべき計画に
・主要な地点の流水の正常な機能を維持するために必要な流量関する事項
・主要な地点の計画高水位、計画横断形に係る川幅

・基本高水及びその河道と洪水調節施設への配分
・主要な地点の計画高水流量
・主要な地点の流水の正常な機能を維持するために

（２０～３０年の具体的・段階的な計画）必要な流量 河川整備計画

１．河川整備の目標

・河川整備計画の対象区間、対象期間３．河川工事の実施に関する事項
・洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する目標

・主要な地点の計画高水位、計画横断形等 ・河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する目標
・主要な河川工事の目的、種類、施行の場所 ・河川環境の整備と保全に関する目標
・当該工事による主要な河川管理施設の機能 ２．河川工事の実施に関する事項

・河川工事の目的、種類、施行の場所
・当該工事による主要な河川管理施設の機能
・河川の維持の目的、種類、施行の場所



紀の川流域委員会と近畿地方整備局との関係

近畿地方整備局

河川整備基本方針

準備会議の案の作成 設立 諮問

･審 議

答申 ･審議内容公表

･答 申
社会資本 ･流域委員会の委員の選定

整備審議会 ･流域委員会の公開方法(案)の提言

(河川局) ･流域委員会の運営方針(案)の提言

流域委員会設立

説明(現状認識) 1)現在の河川の

整備状況と

河川整備基本方針 問題点の整理

の決定･公表

河川整備計画

の原案作成 2)将来の

説明(河川整備計画原案) 整備目標と

対応策

意見(河川整備計画原案) ･審 議

･調 査

提言(住民意見聴取方法) ･審議内容公表

関係住民等 意見 ･提 言

から意見聴取

説明(住民意見の反映)

意見(河川整備計画(案))

河川整備計画

の案の決定

意見
知事

意見

市町村長

河川整備計画

の決定･公表


